




















































詩作品に共通するのは「高台（神楽殿）にのぼって北の空へ流れて行く夏の雲一を見つめ 」と一言う情景である。賢治は初恋の人の出身地だったともされる北の方角に流れる雲一に初恋の思い出を重ねていたようだ。こ 初恋の情景が、のちに「女性」への憧僚やセクシユアルな「艶かしき雲」のイメージへとつながる原点となって る。また同時期に、島地大等訳の『漢和対照妙法蓮華経』を読んだ賢治は体が震えるほどの感銘を受け、法華経思想に深く傾倒していく。恋の非成就｜｜第六節で後述する「魂 同行者」の希求と非成就も含めて、個人的な愛の挫折 経験はやがて我欲 否定や法華経の思想と混じり合い、自己犠牲的ともいえる博愛精神、「みんなのまことの幸福」を願う心へと昇華する原点で あったことをここで先に述べておく。
結核の発病、肉体の悩みと絶望
初恋も経験し、人並に女性に対して悩ましげな思いも抱いていた賢治青年であるが、そもそも彼は何故結局結婚しな った だろうか。女性に憧れながら、賢治は女性を苦手とした。ときに大げさに「女性」を自分の周りから排除しようとさえした。賢治は宮津家の長子であり、本来ならば結婚し 子供を設け家督を継ぐべきであ
たのに、何故彼はその生涯を未婚で通したのだろうか。賢治の「結婚」を阻んだのは何だったのか。家制度による一族への束縛と個人の自由恋愛の反対か、それまで知識階級では常識とされていた所帯や女性関係を持つことは理性的な活動の妨げになるという固定観念だろうか。だがとくに大きな要因として挙げられるのは、やはり賢治自身の結核の発病 自覚であろう。賢治の結核が発覚したのは大正七年（一九一八年）、六月一二十日のことであった。賢治は胸の痛みから岩手病院で検査を受けた。医師には肋膜炎と診断五さ た。肋膜炎とは現在で言う胸膜炎のことで、肺の外部を覆う胸膜に炎症が起こる疾患である。胸膜炎はそれ自体で発症する は少なく ほとんどはがん・結核・肺炎などの後に発症することが多い病である。賢治 端となったも こそ結核の発病だったのである。結核は昭和二十五年に治療法が確立されるまで、日本人の死亡原因の第一位を占めた病である。初期症状は風邪に似ているが 咳や疾、発熱が長く続き、悪化する 血の混じった疾な が出はじめ呼吸困難に陥り、やがて死を迎える。当時は不治の病であり、若くして命を落とす人 少なくなかった。明治時代に 樋口一葉や正岡子規といった名だたる文学者や芸術家が結核のため 夫逝した め、創造的精神と肺病 相関関係 あるという考え方｜｜芸術で名を残す人は結核で死ぬという結核のロマン化、結核をテ
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にした結核





。家族の証言によると、診断を受けた直後の夏ごろから賢治は「双子の星」や「蜘妹となめくぢと狸」とい 童話の創作を始めたという。同年七月に鈴木三重吉主催の童話雑誌『赤い烏』が創刊されたことも影響を及ぼしているだろう。大正九年十月ごろには国柱会に入会し、上京。その後国柱会理事の高知尾智耀のすすめも って賢治は法華経紹介のための童話制作に熱中した。大正 年八月妹トシの病の報で帰花した際、賢治のトランクは書き められた童話の原稿でいっぱいだったという。弟 正六によれば、賢治は「童児（わらし）こさえる代りに書いた」と言いながら、書いた童話を家族に読み聞かせたと う。価値の失われた肉体の牢獄の かで、賢治の意識はより精神的なものの延長に自ら 存在意義を見つけよう したのである。賢治は童話制作に励むこ で自己の存在価値を見出そうとした。賢治にとって学校 先輩 もあり、詩人として敬愛した石川啄木もかつて明治問卜五年（一九三一年）に結核のため を落としている。賢治もおのれの創作を我が子と て世に残さんと、こ頃各所に原稿を持ち込 熱心に文 活動を行った。
このとき賢治は二十五歳、結婚適齢期を迎えているのに腰も落ち
着けず、家業を手伝うわけでもなく、創作に耽るばかりの賢治を、家族はいかに落ち着けるか頭を悩ませていた。十八歳の頃、お互いに若いからという理由でかな なかった結婚を、今度は周囲の方から勧めてくるよう なったのであろう。しかし賢治は結婚しようとはしなかった。賢治は童話を「童児（ らし）こさえる代りに」書いたと家族に言った。結核が発病して ら賢治はすっかり自分が結婚するこ を諦めてしまっていたのだ。結核は発病者の咳などから飛沫感染する病である。遺伝によって
感染するのではないことは当時すでに科学的に明らかにはされていたが、大衆のうちでは結核はまだ遺伝病と同じ扱いをされていた結核を発症しやすい体質、遺伝子というもの 存在するとまことしやかに言われていた ある。そして、宮津一族の家系がそれだった。宮津家は花巻では優秀 有力な一 （マキ）｜｜宮津マキとして畏敬の念を集められながら、同時に肺病（ い）マキとして差別の対象でもあったのだという。宮津家 賢治の妹トシをはじめ 母イチ、叔母コト、母方の叔父磯吉 母方の祖父金次郎も結核を患っていたことが分かっている。賢治が最初に結婚しないことを宣言したのは、大正七年二月二日の政次郎宛書簡でのことで肋膜炎と診断される前であるが、自分が肺病マキの者であるという自覚と、胸の痛みや下がらない熱といったこれまでの症状から、賢治はおのれ 身体に欠陥があ のではと薄々理解していたのかもしれな 。
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では賢治の結婚を阻んだのは「結核患者・結核体質の者への差別
















禁欲主義者となった賢治は、『春と修羅』の序で「わたくしはどこまでも孤独を愛し熱く湿った感情を嫌ひますので」と書いている。周囲の者が持ちかけて来る縁談をことごとく断り、羅須地人協会時代に賢治を慕って接近 た高瀬露を避けたという逸話も有名であろう。女性にたいする忌避（あるいは無視）は、初期作品「女 や詩「聖女のさましてちかづけるもの」、童話「土神と狐」におけるヒロインであるはずの樺の木を無視したストーリーの展開に跡づけられる。また「土神と狐」 テ
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は恋愛をめぐる嫉妬心にあり、その

















































































































































































































期大学、一九七五）信時哲郎「結核患者・宮沢賢治」 上智大学国 論集 三六、二00
三・一）
池川敬司「宮沢賢治の初恋と短歌
υ不可解な歌をめぐって」（『園
文皐』九一、二
OO
七・一二）
中野新治「宮沢賢治における恋愛と宗教一「〔丁丁丁丁丁〕」をめぐって」（『日本文学研究』二四、一九八八・十一）
明μ
一「道づれの旅人との別れ」「無窮遠のかなたに離れたる友達は誠の兄弟だった」という表現には後の賢治の作品の大きなテ
17
の
片鱗がうかがえ、またその後の彼の半生｜｜妹トシや親友保阪嘉内との離別、魂の同行者の切なる希求を暗示するような内容が見られる。一発疹チフスと診断されるが、結核 初期症状の可能性がある。一相手は岩手病院の看護婦、高橋ミネ説があるが未詳。
四賢治の看病にあたった賢治の父政次郎は二度も倒れた。そのため賢治は負い目を感じ、父の言うことに反対しにくかったという。五当時は死病である結核と直接診断する事ははばかられたため、結核であっても肺浸潤や肋膜炎などぼかした表現で患者に伝えられることが多かった。
六信時哲郎「宮沢賢治とハヴロック・エリス一性教育・性的周期律・性的抑制・優生学」（「神戸山手大学環境文化研究所紀要六」二
OO
二・三）
七増田訳「産児の科学」による。八森荘己池『宮沢賢治の肖像』（津軽書房一、一九七四・十）九注一一に同じ。一O
注一一に同じ。
一一賢治の「『旅人のはなし』から」に呼応する部分。
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